資料２

旧講堂活用に係る学校の意見について
１　学校が課題と考え、要望したい事項
　⑴　面談スペースがない

　⑵　普通教室の不足（必要に応じ普通教室に転用できるスペースがほしい）

　⑶　図工室がない

　⑷　視聴覚室がない

２　課題・要望に対する対応の可能性

　⑴　面談スペースがない

　　　旧講堂に、小部屋（準備室２、控室２、用具置き場２）があり、その小部屋を改修することにより、面談スペースや小会議室として利用することができる。

　⑵　普通教室の不足（必要に応じ普通教室に転用できるスペースがほしい）
　　　旧講堂を仕切ると普通教室３、４教室分程度確保できるが、学校としては、普通教室は校舎内で掌握したいという意向。

　　　普通教室としての基準（照度等）を満足させる改修を要する。

　　　よって、校舎内の特別教室等を旧講堂に移設し、空いたスペースを普通教室として利用する。

　　　ランチルーム（ランチルーム＋ＰＣルーム）を旧講堂に移設し、空いたスペースに普通教室を２教室程度設置する。（北面で照度に課題あり）

　⑶　図工室がない

　　　旧講堂を仕切り、図工室を設ける。

　⑷　視聴覚室がない

　　　舞台を活用し、舞台よりを広めに仕切ることで、広いスペースとして視聴覚室を設ける。多目的室的な利用として、舞台を活用し、発表の場としても使用できる。
３　旧講堂利用における課題

　⑴　旧講堂の天井高への対応

天井が高く、仕切りの上部が開いてしまうと音が漏れてしまう。

　⑵　ランチルーム移設の場合の改修

ランチルームを旧講堂に移設し、普通教室とする場合、ランチルームも改修する必要がある。
　　　照度が不足。

天井が高いため仕切りが難しい。
